
公益財団法人鹿島美術財団 
２０１１（平成２３）年度 事業報告 

 
 
    本年度は、2011 年 11 月 1 日に公益財団法人鹿島美術財団に移行し、初の事業  

年度（5 ヶ月間）として、旧財団法人の 2011（平成 23）年度事業計画を引き継ぎ、   

次のとおり、美術振興事業を実施した。 

   
美術振興事業    
１．美術に関する調査研究助成 

   わが国の美術の振興に寄与する絵画・美術史・美術館学等に関する調査研究

を行う研究者に対する研究助成を決定した。 
   また、その中で特に優れた研究成果を上げた者に対し、財団賞の授賞を決定した。 
                              計 55 件   金額  3,000 万円 

                    （鹿島美術財団賞 賞金 2 件 100 万円を含む）  

 
２．美術に関する出版援助 

    わが国の美術の振興に寄与する優れた美術研究の成果を広く研究者及び愛好家へ

提供する著作の出版費用援助を決定した。 

 
計   3 件  金額   390 万円 

 
３．美術に関する国際交流援助 

      美術に関する国際交流を促し、国際的な美術の振興に寄与するための、外国人研

究者招致（国内での海外美術の紹介及び日本美術の研究）、海外派遣（国内の研究

者の海外美術の調査、日本美術の紹介または在外日本美術の調査）、国際会議開催

（国内において開催）、国際会議出席（海外において開催）するための費用援助を

実施した。 

 
計   3 件  金額    203 万円 

（内訳） （1）外国人研究者招致 2 件      104 万円 
          （2）海外派遣     1 件       99 万円 

４．美術普及振興 
                              計  3 件  金額      190 万円 

（内訳） （1）東京美術講演会（一部）          13 万円 *  
        （2）第 39 回美術講演会講演録刊行      125 万円 

（3）『鹿島美術研究』抜刷代等           52 万円 
   ＊東京美術講演会は全体費用 298 万円のうち当期支出分 

 
 

2011 年度 美術振興事業   

合計 64 件 金額 3,783 万円 
 


